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・着工前測量

・幅杭計算

・着工前測量

・３Dデータ作成

・丁張設置

・盛土工

・法面整形工

・丁張り設置(省略)
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・法面整形工

丁張り設置したはいいけど盛土部

だから丁張り狂ってないかなぁ…？
改善

改善

GNSSで施工するから、丁張りの

狂いも気にならないから安心し

て施工できる!!

法線が複雑だから丁張り間隔狭くし

ないといけないから時間かかるなぁ…

丁張り掛ける必要も無いし、他の

仕事に時間をさける!!
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品質 従来工法で施工した場合、丁張り下の法面の整形が施工しにくいという問題
があったが、新工法で施工することにより丁張りが無い為、全面的に均一な品
質を得られる。

安全 従来工法で施工した場合、重機作業と並行して丁張りを設置しなければなら
ないという問題があったが、新工法で施工することにより丁張り設置を行う必要
が無い為、重機周辺に作業者が近づく事は無い為より安全である。

環境

工程の短縮によって重機の稼働時間が減らすことができる。

従来工法は丁張り設置等の作業に11日程度を要していたが新工法は丁張
を設置する必要がなく、設計データ作成に要する日数が3日であることから、
-8日の大幅な短縮が行える。(別紙①参照)
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環境

工程の短縮によって重機の稼働時間が減らすことができる。

コスト
従来工法に対して平均約30％の削減につながります。(別紙①参照)

出来形
従来工法で施工した場合、丁張りの精度に依存するという問題があるが、新
工法で施工した場合3次元データによって施工できる為手戻り等なく出来形の
精度をより向上できる。



事前準備

基準点観測

固定基準局設置

現場を囲む6点程度に移動基地局を設置
し、観測を行う。

現場事務所裏に固定基地局の設置を行う。

小エリア無線で固定局のＧＮＳＳ

位置補正データ送信

工事基準点にＧＮＳＳ

受信機設置事前準備

基準点観測

固定基準局設置

設計データ作成

デキスパートにより3次元データを作成

3D officeによる設計データの作成

バックホウへの設計データの取り込み
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位置補正データ送信

工事基準点にＧＮＳＳ

受信機設置

デキスパートにより・設計データ(平面線形・縦
断線形・横断線形）の入力を行う。

※当現場においては、坂路等により法肩法線
が複雑であった為、測点間隔5.0mにて計画断
面の入力を行った。(別紙②)

デキスパートにより作成したデータをCSV形
式にて３D officeに取り込み、tinデータ(面) 
の作成を行う。(別紙③)

キャビン内のコントロールＢＯＸにＵＳＢメモリ
にて３次元設計データダウンロード

USB取込端子
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現場作業

整形作業

【整形作業状況】

バックホウキャビン内のモニターの誘導に
従い、法面の整形を行う。

２つのＧＮＳＳ受信機で重機の３次元の位置データを㎝の精度で観測
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　施工費比較（当社見積もり） 別紙①

従来工法

名称 規格 数量 単位 単価 金額 備考

世：1×2日

土木一般世話役 2 人 19,200 38,400

８測点×2(中間点)×2(川表、川裏)
×2回＝64箇所

丁張材（角杭、ノゴメ）その他 1 式 30,000 30,000
(角杭)３2箇所×5本×100円=16,000円
(ノゴメ)32箇所×4本×50円=6,400円

土木一般世話役 7 人 19,200 134,400

普通作業員 14 人 12,800 179,200 （世：1、普作：2）×7日

普作：2人×2日

普通作業員 4 人 12,800 51,200

合計 433,200

新工法
(マシンガイダンス)

世：2×3日

土木一般世話役 6 人 19,200 115,200

施工費差額

合計 115,200 115,200
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